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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味～

特別増資 500250　生協子ども基金 500252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

常総生協秋の強化月間

生産者、組合員、職員の想いを、

力をひとつに ! 乗り越えよう !!

今年度の常総生協の活動テーマは、「素材を活

かしてわが家の味」です。

① 「素材」 を使いこなす工夫の交流をします。

② 仲間づくり 630 名達成を目標！

仲間づくり4月からの実績は203名、あと427名、

さあこの秋、組合員皆さんの力を頂いて、早期

達成させたいと思います。

「無理せずできるところから、手を加えて家庭

づくりを大切に」「確かな素材と手作りの交流

が、健康で経済的なくらしになる」をめざす常

総の生協活動をぜひお友達に紹介をお願いしま

す！

　組合員さんからは「常総の良さはなかなかチ

ラシだけではわかりにくい。やっぱり口コミや

実際に見てもらうのがいちばん」と力強い言葉

を頂きました。

　この秋、

１） 仲間づくり 「口コミ」

２） 生協の催しに知人友達誘ってみよう

３） チラシ配布お手伝いの協力

をすすめます。

◎常総生協ってこんな交流しているよ！組合員

同士の料理・台所の知恵の交流、生産者との交

流にお友達を誘って常

総生協を知ってもらい

ましよう。

◎大きなイベントは

9/22 （土） の生協本

部にて 「生産者プレゼ

ン会」（生産者が組合

員へ商品をプレゼンテーションしていく会で

す。詳細は今週配布のお知らせチラシをご参照

ください）、11/3 （土） 生協本部にて 「生協ま

つり」 が予定されています。  共に組合員参加・

生産者参加の「手作りの催し」になります。

また、お友達とランチ会を兼ねた 「プチパーティ」

も開催申込み受け付けております。 ランチしなが

ら生協商品を食べて知っていただくキッカケに

なります。

この秋仲間作りに向けてよろしくお願いします。

■職員も供給地区担当 1 名、総務へ 1 名新人を

増強し 9 月から自立します。基礎業務の確立と

あわせて、組合員と協同の仲間作りの体制を敷

きます。各部署ごとの教育研修も含めて、この

秋すすめます。

一丸となって常総生協

を広めよう !!

9月1回商品案内は「ご飯といろんなおかずの食卓」

新学期に入る 9 月。お米を食卓の中心とした日

本型食生活を提案しています。9 月 2 回から新米

シーズンに入ります。
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【2018 秋の生協強化月間特集】

生産者と 「縁」 をもって、 地域自給を高めましょう

●生産者の畑や田んぼは 「私たちの食卓」 と思うこと

　TPP や、国内自給率の低迷に対し、これから食糧自体を手に入れることが困難な時代になりつつあ

る中で、「私たちと生産者がどのように結びつき、将来にわたる食の確保が安心できるものになって

いるか？」という事が重要と考えます。

　身近な生産者の畑や田んぼが「私たちの食卓」と思えるような関係づくりがポイントになると思っ

ています。

　清水農園、やさとの仲間、長島さんら微生物農法の会、浅野さん、めぐみちゃん生産者のみなさん

らといっしょに定期作業をし、サポートしあえる関係づくりの機会を作っていきます。

　その作業を通して消費者と生産者が親戚のように縁を結び、お付き合いし、助け合って食を確保し

ていく信頼を作り上げられたらと思います。

●畑でとれた 「有機野菜セット」 を基本に

　生協の注文のしくみが、単品主義（消費者が好きなものを注文できる）のため、「病害虫を抑制し、

多様性を確保する少量多品目の栽培形態を阻害し、単一作物化を強制するもの。安全を求めながら自

然に即した無農薬・有機農業を阻害するしくみになっている」という事もあります。それには、畑で

とれるものを頂く「セット野菜」を、より多くの組合員の食卓で利用してもらえるような提案も生産

者と共に考えていく場を作っていきます。

職員による地場商品応援チームを結成 !!

組合員さんへ産地の情報、 交流企画、 おすすめの食べ方などを発

信し、 窓口となって生産者と組合員をつないでいきます。

チーム名 参加職員数 行動内容

有機野菜セッ

ト応援チーム

５人 生産者と組合員による協同の農園として「縁」をつなぐ役割をしていきます。 「旬

のものを美味しく、 沢山食べる」 を基本に 3 者 （生産者、 組合員、 職員） で

協力し合いながらすすめていきます。

岩瀬さんの豚

肉応援チーム

２人 「共に作り、 育てあう関係」 として、 職員の現場研修を継続します。 生きものと

共存していく難しさを組合員へ伝えていく事をベースとし、 協同の牧場として組

合員も参加できる企画を提案していきます。

鈴 木 牧 場 応

援チーム

２人 産地交流を開催し、 鈴木牧場の酪農法、 理念を伝えていきます。 「手作りチー

ズ作り講習会」 なども企画していきます。 牛乳のみならず、 チーズ、 ヨーグル

トの商品もご紹介していきます。

お 米 応 援

チーム

２人 地場、日本の田園風景をなくさない。 組合員と共に行っている 「実験田」 をベー

スに生産者へ農薬を使用しない取り組みの呼びかけを行っていきます。 主食で

ある 「ごはん」 を食卓の真ん中に挙げてもらう提案、 呼びかけをしていきます。

※チームメンバー紹介を次回 9月 2回にてお知らせしていきます。
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2018 年 9 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

•	 9 月ゴンタの丘 「常総っこ応援団」 は毎週木曜日活動し

ています。 試食会は 9月 27 日に行います。

•	 毎月第 1 土曜日に生協本部にて、 青空マルシェを開催し

ています。

•	 9/1 （土） 東海第二原発ＳＴＯＰ！茨城県民大集会

•	 9/3 （月） 脱原発とくらし見直し委員会

•	 9/5 （水） 第一回生協まつり実行委員会

•	 9/7 （金） 職員研修会

•	 9/15 （土） ゆるカフェ in つくば

•	 9/21 （金）歴史を学ぼう -未来のために（常総生協本部）

•	 9/22 （土） 生産者プレゼン会 （常総生協本部）

•	 9/26 （水） 定例理事会

•	 9/28 （金） 役職員研修会

•	 9/29 （土） ゆるカフェ in 取手

•	 9/8 （土） 手賀沼トラスト稲刈り、 甲状腺検診 （横浜）

•	 9/9 （日） 甲状腺検診 （相模原）

•	 9/22 （土） 坂東ほこてんイベント出店、 生産者プレゼン

会開催 （常総生協本部）

•	 9/29 （土） 守谷商工会まつり出店

●組合員と生産者と職員の広場●　

8 月 4 回の NewsLetter にてカット野菜について組

合員さんへ質問したところ、 組合員さんからコメン

トをいただきましたので、 掲載します。

○カット野菜は購入したこともなくこれから

も使わないと思います。

しかし、年齢が上がるとかぼちゃのカットはつ
らいので冷凍かぼちゃのカットしたものを時々
買っています。次亜塩素などは食品に使用して
いる方が疑問。少しの不便は老化防止。

（取手市　H.S さん）

○今のままのスタイルでやって。

カット野菜を導入すべきかどうかについてです
が、私は導入せず今のままのスタイルでやって
いただくのが良いと考えます。
常総生協さんの素材そのままの野菜が好きなの
で、ぜひやり方は変えず頑張ってください。こ
れからも楽しみにしています。

（野田市　H.Uさん）

○私は買いません。

カット野菜は私が仕事で帰宅が 19：00 を過ぎ
る日は主人が買ってくるようになり、使ってみ
ると確かに便利（なるべく使いたくないと思い
つつ）他のレタス、きゅうり等と組み合わせた
り→あくまで時間がない時用。私は買いません。

（守谷市　T.K さん）

○野菜は包丁を入れた時から老化する。

と思っていますので、カット野菜は購入しない
と思います。年齢がいったら (包丁をにぎれな
くなったら )考えるかも・・・。

（竜ケ崎市　Y.I さん）

今のところカット野菜はいらない。 という意見がき

ています。 常総生協の組合員さんの力強さを感じ

る意見でした。 引き続き、 カット野菜について組合

員さんからご意見をいただきたいと思います

是非、 コメント欄や、 組合員意見フォームへお寄

せください。

（商品部一同）

○生産者の皆様と職員の皆様へ。

今年の異常気象の中でいつものように農産物を
育て届けていただき、本当に感謝しています。
また台風で被害が出なかったことを祈っていま
す。暑い日々もまたありそうです。どうぞ皆様
お体に気を付けてください。

（竜ケ崎市　H.S さん）

○常総生協職員の皆様

猛暑の中配達感謝します。本当にありがとうご
ざいます。私も猛暑に負けられません。冷房を
利かせ塩分をとり乗り切りたいです。

（取手市　T.K さん）

引き続き

ご意見募集!!
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新米シーズン到来 !! 生協のお米を食べて季節の変わり目も元気に過ごしましょう !!

☆常総生協お米生産者との 「縁故米」 を！
　お米の消費減、米価下落、放射能汚染、遺伝子組み替え、種子法の撤廃など、お米を取り巻く厳しい状況

の中です。私たちのためにお米を作り続けてくれている「東町特栽米組合の皆さん（めぐみちゃん）」「黒澤

さん」。農薬を減らした栽培、無農薬栽培。それぞれに違いはありますが、地域でまっとうに頑張る生産者を

これからも支えていきましょう。日本人の主食であるお米を食べて、支えていく為にも消費者として消費し

ていく運動を強めていきましょう !! 生産者との「定期購入契約」という形で、安定生産、安定供給を生産

者と組合員で結んでいきましょう。※定期購入はめぐみちゃんと黒澤さんのお米が対象になります。


